






































































































第 2 部第 2 章「エジプトの宗教」では、古代エジプトの宗教形態が、発
掘された遺跡、遺物を基に、神々の表象、太陽信仰、オシリス信仰、天地創
造神話、死生観といった観点から、描き出される。














第 2 部第 5 章「ギリシア・ローマの宗教」では、その歴史的変遷が両伝
統の神話、当時の政治体制、社会制度を背景として詳細に論じられる。小規
模なポリスを基盤とするギリシア宗教、最終的には世界帝国において展開す
るローマ宗教という違いはあるものの、ローマ帝国に継承されたギリシア
宗教の伝統は、帝国内で諸宗教との習合を経て多様な様相を呈することとな
る。このローマ世界にキリスト教が浸透し、国教化される。
本書の構成は以上のように、前半においては宗教学における諸術語をめぐ
る検討、後半においては古代の宗教の様相を詳細に論じるという形を取って
いる。本書を読んで気づくのは、前半における企図に対する答えが十分に明
確に提示されているかという点で、若干の疑問が感じられるということであ
る。第 1 部では宗教起源論において用いられた術語を「宗教現象の重要な
諸側面がそれらをとおして照らし出され、そこから二十一世紀に生きる人類
と人類社会の一端が照らし出されることになる」（8 頁）ものとして捉え直
すことが目指されるが、それぞれの論考においてその可能性は示唆されては
いるものの、明確にはなっていないように思われる。ただし、この作業は宗
教学に携わる者全てに課される課題であろう。
最後に、本書に通底している問いについて触れたい。その問いとは、序章
においても述べられている問い、「宗教とは何か」であろう。もちろん、「宗
教」という概念が何を意味するかは、論者によっても、その企図によって
も、変わるものである。それを踏まえた上で、「日常の生活世界を超えた、
不可視の存在とその世界を前提にする」（14 頁）という特質を持った人間の
行為として、時代・地域を超えた普遍的文化現象としての「宗教」を捉えよ
うとする営みが、宗教学の営みである。本書は、諸宗教をその普遍性と固有
性において理解したいという関心を持つ幅広い層の読者にとって魅力的なも
のであるだけではなく、宗教学を学ぶ人々にとっても、改めて「宗教とは何
か」について考える刺激を与えてくれるものである。また、「歴史のなかの
宗教」を人々の生活において描き出すことを企図した本シリーズの刊行は、
宗教をめぐって起きているかに見える現代社会の読み取り難さを、そのより
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本質的な視点からより深く理解するという意味で極めて時宜を得たものであ
るといえよう。
（本学兼任講師）
